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平成２６年第１回定例会の開会にあたり、行政報告を申し上げます。 
 

 

１ 新庁舎建設事業について 

 
 まず始めに、新庁舎建設事業についてでありますが、庁舎建設に向けた設計

業務を「プロポーザル方式」により受託者を公募したところ、４者から応募が

あったところであります。 
 受託者につきましては、新庁舎建設設計業務プロポーザル審査委員会からの

答申に基づき、「久米・ブンク共同企業体」に業務委託することを決定し、１

月２８日に契約を締結したところであります。 
 現在、市民の皆様に親しまれ、安全で利用しやすい新庁舎の建設に向けて、

基本設計の策定を進めているところであります。 

 
 

２ 大曲さいわい会館について 

 

次に、大曲さいわい会館についてでありますが、大曲幸町２丁目に木造平屋

建て、床面積９９㎡として、昨年１２月に竣工し、１月から供用開始になった

ところであります。 
今後につきましては、町内会や子供会・サークル活動など、地域のコミュニ

ティ拠点として、地域の皆様に活用していただきたいと考えております。 
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３ 使用済み小型家電の回収について 

 
次に、使用済み小型家電の回収についてでありますが、貴重な金属資源の有

効活用と適正な処理を進めるため、昨年１２月１７日より試験回収に取り組ん

でいるところであります。 

市内の公共施設６箇所に設置したリサイクルボックスから回収した量は、１

カ月間で１，９４０㎏となり、当初の予想を上回る量となっております。 

今後につきましては、３月末まで試験回収を進め、４月から本格的に実施し

てまいります。 

 

 

４ 道央廃棄物処理組合の設立について 

 

次に、道央廃棄物処理組合の設立についてでありますが、本市と千歳市、長

沼町、南幌町及び由仁町の２市３町は、廃棄物焼却施設の設置や管理及び運営

事務を共同で行うことを目的に、一部事務組合の設立を申請し、北海道知事か

ら２月１８日付けで設立許可があったところであります。 

今後につきましては、広域による効率的なごみ処理が図られるよう、組合運

営を進めてまいります。 
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５ 札幌圏震災等廃棄物処理について 

 

次に、札幌圏震災等廃棄物処理についてでありますが、本市と札幌市、小樽

市、江別市、石狩市、当別町及び新篠津村の７市町村で構成する札幌圏廃棄物

対策連絡会議において、大規模な震災等が発生した場合の廃棄物処理を相互に

支援する協定を２月７日に締結したところであります。 
 今後につきましては、震災等における災害時の廃棄物処理などが円滑に行わ

れるよう協力してまいりたいと考えております。 
 

 

６ 臨時福祉給付金等について 

 

 次に、臨時福祉給付金等についてでありますが、４月からの消費税率の引上

げにあたり、低所得者を対象とした「臨時福祉給付金」と、子育て世帯を対象

とした「子育て世帯臨時特例給付金」が来年度に実施されることとなりました。 
現在、制度内容の情報収集や給付に向けた準備を進めているところでありま

す。 

なお、本定例会において、準備に必要な経費の補正予算を提案させていただ

いたところであります。 
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７ 学校跡施設の利活用について 

 

次に、学校跡施設の利活用についてでありますが、緑陽小学校跡施設につき

ましては、社会福祉法人北海長正会が地域交流室や認知症対応型共同生活介護

施設、サービス付高齢者向け住宅などの改修工事を進めておりましたが、１月

に竣工したところであります。 

今後につきましては、備品の整備などを行い、４月の開設に向けて、準備を

進めると聞いているところであります。 

 また、広葉小学校跡施設につきましては、児童センターやエコミュージアム

センター、地域交流機能などを備えた複合施設「（仮称）広葉交流センター」

として、７月の開設に向けて準備を進めてまいります。 

 また、施設の愛称につきましては、市内外から６４件の応募をいただき、選

考した結果、広葉小学校の名前を残しながら、いこいの場として、気軽に声を

掛け合い、多くの人が集う施設となるよう「いこ～よ」としたところでありま

す。 
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８ 降雪状況について 

 

次に、降雪状況についてでありますが、１２月中旬から２０㎝前後の降雪が

断続的に続いたことにより、１月の降雪は平年の２割増しとなり、大雪となっ

た昨年同時期と同程度の降雪量となっており、積雪も真冬日が連続したことな

どから、平年を越える状況となっております。 

このような状況に対し、新雪除雪や道路の拡幅・排雪などの対応を行ってき

たところでありますが、厳しい寒さが続き積雪が減らず、排雪量が増加したこ

となどから、今後の除雪経費の不足が見込まれるところであります。  

また、今年も中学校や高校の生徒、企業、さらには市民の皆様が、高齢者世

帯などを中心に除雪のボランティア活動を行っており、地域の皆様から大変喜

ばれているところであります。  

ボランティア活動に参加された皆様に、心から感謝を申し上げます。  

なお、本定例会において、除雪に必要な経費の補正予算を提案させていただ

いたところであります。 
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９ 三井アウトレットパーク札幌北広島について 
 

 次に、三井アウトレットパーク札幌北広島についてでありますが、新たに 

４５店舗の増床が行われ、４月１８日に開業の予定となっております。 

 この増床により、北海道・東北エリア最多の１７４店舗の商業施設となるこ

とから、地域雇用の拡大や国内外から多くの方々が来られることを期待してい

るところであります。 

 

 

１０ 国の補正予算に伴う建設工事等について 

 

 次に、国の補正予算に伴う建設工事等についてでありますが、「好循環実現

のための経済対策」を目的とした国の補正予算を活用し、道路ストックの総合

点検や道路整備、公園遊具の更新、公営住宅や下水処理センター施設の改修な

どを平成２５年度に前倒して実施してまいります。 

 なお、本定例会において、各事業における必要な経費の補正予算を提案させ

ていただいたところであります。 
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１１ 高規格救急車について 

 
 次に、高規格救急車についてでありますが、２月３日に最新資機材を搭載し

た新たな車両に更新し、消防署に配備したところであります。 

 新たな車両には、車外での心臓マッサージを迅速に行えるようバッテリー駆

動式の自動心臓マッサージシステムなどを装備しており、今後の救命活動に生

かしてまいります。 

 
 

 
以上申し上げ、行政報告といたします。 


